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おわりに
　2017年度には、「戦略的イノベーション創造
プログラム」において、土木研究所主体の地盤
－構造物系実験が予定されています。地盤－構
造物の相互作用に関しては、未解明な点も多く
残されていることから、社会に役立つ成果だけ
でなく、次世代研究に繋がる情報を発信してい
ければと考えています。
謝辞：実験分科会、共同研究機関、試験体製作・
解体業者他、関係各位に篤く御礼申し上げます。
杭が顕著に損傷しました（写真2）が、上部構造
物には、目立った損傷は見られませんでした。
ステップ2では、上部構造物に多数のひび割れ
が発生していることが確認されました。
　今現在、小堀鐸二研究所を中心に、モニタリ
ングセンサを含んだすべての計測データの分析
を実施しており、建物の健全性評価や、地盤と
構造物の相互作用による影響検証を進めていく
予定です。
コンビナート施設の液状化実験
　本実験は、内閣府が推進する戦略的イノベー
ション創造プログラム（SIP）「レジリエントな
防災・減災機能の強化」（管理法人：JST）の一環
で、共同研究機関である港湾空港技術研究所・
消防研究センターの研究者主体で計画、沿岸部
のコンビナート施設を対象とした液状化対策工
法の効果検証を目的として、2017年2月末に
実施されました。
　直方体剛土槽（内寸：長さ16m、幅4m、高
さ4.5m）を鋼板で仕切り、双方に桟橋式岸壁、
護岸、それらを繋ぐ渡り橋などの構造物模型と
地震時に液状化する砂を設置しました。仕切り
板を隔てて、液状化対策をしている試験体とし
ていない試験体を築造しました（図2）。
　この試験体に1方向（土槽長手方向）の想定
地震動を入力したところ、無対策試験体におい
て、渡り橋の落下が確認されました。一方、対
策試験体では、地震により護岸が海側に移動す
る等の影響が見られましたが、顕著な損傷はな
く、実験した対策法の効果が明らかとなりまし
た（写真3）。
　港湾空港技術研究所を中心として得られた実
験データの分析を進めています。研究成果を基
に、コンビナート施設の液状化対策を促進して
いきます。
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図 2　試験体模式図
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写真 3　試験体の状況（実験後）
写真 2　加振により損傷した杭
